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年１回、春だけ
に現れる白色の
チョウ。オスは
前翅の先がオレ
ンジ色なので、
よく見れば飛ん
でいてもわかり
ます。

ツマキチョウ
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全域で
見られます

クサガメ
名前の由来は、臭い匂いを出すこ
と。甲羅に三本のでっぱった「す
じ」があります。日本に自然に生
息するものではなく、中国から
やってきた外来生物と考えられて
います。

全域で
みられる

オス

モンキアゲハ
後翅の白い紋がよく目立つ、黒い
アゲハチョウ。ひらひらと飛んで
いる姿をよく見かけます。

クロスジギンヤンマ
水生植物園の池の水面近くを飛ん
でいます。腹部は黒色で、オスは
青色の、メスは黄色の斑紋があり
ます。

名前にヘビとつきますが、トカゲの仲
間。昆虫やクモを食べます。草の中を
ゴソゴソ動いている姿や、杭の上で
じっとしている姿をよく見かけます。

カナヘビ

ミスジマイマイ
関東地方で普通に見られるカタツム
リ。殻に三本の褐色の帯がはいるこ
とから、この名前がついたと言われ
ていますが、帯が１本のもの、２本
のもの、ないものなど様々です。

水辺で
みられます

武蔵野植物園で
よく見られます

ミズヒキ
穂のようにつく小さな花は、上か
ら見ると赤、下からは白く見える
ことから、進物にかける紅白の
「水引」に見立て、名前がつきま
した。花は小さくても、とても可
愛らしいので、是非
じっくり観察してみ
てください。

モエギザトウムシ
豆つぶのような胴体から、8本の
長い脚が生えています。湿った環
境を好み、自然教育園では落ち葉
の上や背の低い草むらでよく見ら
れます。クモに似ていますが、ダ
ニやサソリの仲間に近い生き物で
す。

全域で
見られます

センニンソウが
咲きはじめました！

同じ木に雌花と雄花がつきます。花
が終わると雌花が赤く熟した果実に
なります。ヒヨドリなどの野鳥が採
食しています。

ヒメコウゾ（実）

→
雄花

ヒメコウゾの花

葉が黒ずんだ緑色をしていること
から葉黒草（はぐろそう）の名前
がつきました。花は小さいですが、
上下にぱっくりと開いた２枚の花
びらが特徴的。是非、じっくりと
観察してみてください。

ハグロソウ
全域で

みられます

2023年8月17日撮影

地下茎が太く、真っ白なことによ
りシロネ（白根）の名前がつきま
した。葉腋（葉のつけ根）に白い
花が数個ずつ密に咲きます。

シロネの花

草全体に悪臭があることから「屁
糞葛（へくそかずら）」という、
なんとも可哀想な名前がつきまし
た。花冠のようすを「やいと」
（お灸のこと）の跡に見立てて
「ヤイトバナ」という別名もあり
ます。

ヘクソカズラ

当園は天然記念物および史跡に
指定されています。

自然を保護するためのお願い

花をおったり、動物を
つかまえたりすることは
禁止されています。

シロネ

今週はここに注目！

クサギの花に
よく集まります

ツリガネニンジン
キキョウの仲間です。花が釣鐘形
であること、根が太くチョウセン
ニンジンに似ていることが名前の
由来。俗に「トトキ」と呼ばれる
山菜で、おひたしや天ぷらなどで
食べられます。

オトコエシ
オミナエシ（女郎花）と比べ強く
丈夫そうに見えることから「男郎
花（おとこえし）」と名付けられ
たといいます。高さ0.6～1ｍの
多年草で、白色の小花をたくさん
つけます。

花
つぼみ

花茎（花だけつける茎）が平らで
熨斗（のし）に似ていることから
名前がついたと言われています。
今咲いている白い花もきれいです
が、冬につけるコバルトブルーの
実も美しいので、そちらも是非お
楽しみに！

ノシラン

ナガボノシロワレモコウ
ワレモコウの仲間で、白色の長い
花の穂をつけます。湿地に生育す
る植物で、園では水生植物園で見
られます。花色が赤っぽいナガボ
ノアカワレモコウや、花色が赤紫
色のワレモコウも、同じく水生植
物園で見られます。

全域で
見られます

全域で
見られます

ヌスビトハギ花と実

高さ0.6～1ｍほどの多年草です。
実の形が、盗人の足跡に似ている
ことから、この名がついたともい
われています。

ミカンの仲間で、葉を揉むと柑橘
系のにおいがします。松風草
（まつかぜそう）の名前は、やわ
らかい葉が微風でも風にそよぐ様
子に由来します。

マツカゼソウ

マツカゼソウの花
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武蔵野植物園で
見られます

武蔵野植物園や
路傍植物園で
見られます

会えたら
ラッキー♪

全域で
見られます

全域で
見られます

ツリガネニンジン

花が釣鐘形であること、根が太く
チョウセンニンジンに似ているこ
とが名前の由来と言われています。
芽生えた若苗は山菜として利用さ
れ、俗にトトキとよばれています。

武蔵野植物園で
見られます

全域で
見られます

花茎（花だけつける茎）が平
らで熨斗（のし）に似ている
ことから名前がついたと言わ
れています。冬につけるコバ
ルトブルーの実も美しいので、
是非お楽しみに！

ノシラン

全域で
見られます

実につく毛を仙人のひげに見立てた
ことが名前の由来。花は暗い夜に
見ても花に気づくほど「純白」です。

センニンソウ

実（11月）

実
（9月下旬～

1月中旬） サネカズラ
草本植物のように見えますが、つ
る性の木本植物です。雌雄異株で、
オスの花は雄しべが赤色です。秋
から冬には鮮やかな赤い実がたく
さん集まってボール状になります。

雌花

雄花

ヌスビトハギ

花と実

盗人萩（ぬすびとは
ぎ）の名前は、実の形
が、足袋をはいた盗人
がつま先で立って歩い
た足跡に似ていること
からついたと言われま
す。
。

実
（11月下旬～2月下旬）

路傍植物園や
水生植物園で
見られます

南蛮煙管（なんばんぎせる）の名
前は、長い柄の先につく花の形が、
西洋の喫煙パイプ（南蛮煙管）に
似ていることによります。寄生植
物で、ススキ、ミョウガ等によく
寄生します。

ナンバンギセル

水生植物園で
見られます

ワレモコウ
赤紫色の花の穂をつけます。よく
似た植物に白色で長い花の穂をつ
けるナガボノシロワレモコウがあ
り、いずれも水生植物園で見られ
ます。

ナガボノシロ
ワレモコウ

全域で
見られます

全域で
見られます

実

武蔵野植物園で
よく見られます

ミズオトギリ
池や沼、湿原などに生える
高さ30～60㎝の多年草です。
園では15時頃になって開き、
夕方しぼみます。

15時頃が
見ごろです！
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